【広告業】
	職種：営業　　職務：クライアントサービス

【概要】

クライアントの開拓・案件提案に始まり、受注案件終了まで広告会社の総合窓口としてクライアントに対応する仕事。

【仕事の内容】

クライアントサービスの仕事は、大別すると以下のとおりである。

①広告案件企画案の作成・提案

　クライアントのオリエンテーションを受け、広告案件の企画案を作成し、クライアントに対してプレゼンテーションを行う業務。
②クライアント対応業務

　受注案件の進行状況の報告、代金請求や回収、クライアントからの要望に応じて、情報提供や資料作成を行うといったクライアントに対して働きかけをする業務。

③新規クライアント開拓・取引拡大に向けた新規提案

　営業方針に基づいた活動により、新規クライアントの開拓や、取引拡大に向けた新規提案を行う業務。
【求められる経験・能力】

（１）　クライアントのニーズに応えかつ世間の求めるものに対応した広告を作成するため、世の中の流れをつかむ洞察力と、それを具現化していく創造力が求められる。

（２）　状況に応じて、クライアントに対して決断を仰いだり、情報を提供するかどうかを判断するといった状況把握力が求められる。

（３）　職業人としての社会的責任を自覚し、誠実かつ公正に職務を遂行する能力と取組み姿勢が要求される。また、不特定多数に向けた情報発信を行うことから、広告コミュニケーションについての正確な理解と人権などの倫理的側面やコンプライアンスについての配慮が求められる。

（４）　一般的な代金請求や回収手続きなど営業活動に関わる知識も必要がある。

（５）　クライアントから信頼を獲得し、新たな受注に結びつけるための関係構築力が求められる。

【関連する資格・検定等】

· ビジネス・キャリア制度修了認定試験「営業・マーケティング」分野〔中央職業能力開発協会〕

· ビジネス・キャリア制度修了認定試験「広報・広告」分野〔中央職業能力開発協会〕

· 産業広告管理士（ＢＭＣ）〔（社）日本産業広告協会〕

【平成11年度改訂・労働省職業分類（小分類）との対応】

　２５２（企画・調査事務員）



